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秋田県の食品安全・安心秋田県の食品安全・安心の取組の取組

～～食品食品添加物添加物と残留農薬～と残留農薬～

【【H19/02/09H19/02/09 食品に関するリスクコミュニケーション食品に関するリスクコミュニケーション】】

秋田県生活衛生課秋田県生活衛生課 食品安全推進班食品安全推進班

（秋田県（秋田県食品安全推進会議食品安全推進会議 事務局事務局））
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農畜水産物 製造・加工

食品食品のの安全安全・安心・安心に関する県民の意識に関する県民の意識
（（県政モニター等を対象とした県政モニター等を対象としたアンケートアンケート結果結果））

生産から消費に至る各段階で関心の高いもの（抜粋）
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残留農薬・残留農薬・添加物の添加物の安全性安全性に関する疑問に関する疑問

特に管理（使用、残留）が必要な物質は特に管理（使用、残留）が必要な物質は

輸入輸入されたされた加工加工食食品で違反が多いのは品で違反が多いのは

複合摂取に関する毒性試験の状況は複合摂取に関する毒性試験の状況は

県内の残留検査で違反はあったか県内の残留検査で違反はあったか

県内県内の生産者、食品の生産者、食品製造・加工業者は適正な製造・加工業者は適正な
使用管理をしているか使用管理をしているか

調理の際に野菜や果物の残留農薬を減らす調理の際に野菜や果物の残留農薬を減らす
方法、方法、食品添加物を摂らないようにするには食品添加物を摂らないようにするには

秋田県の秋田県の食品安全食品安全・安心・安心の取組の取組

◆食品の安全・安心に関する条例（H16年4月）

○行政・生産者・事業者の責務と消費者の役割

○総合的、計画的な総合的、計画的な食品食品安全安全施策の推進施策の推進 などなど

◆食品の安全・安心に関する基本計画（Ｈ16年10月）

○○生産・出荷、製造・加工、流通・販売、消費の各段生産・出荷、製造・加工、流通・販売、消費の各段

階での階での食品の食品の安全性の確保安全性の確保

○○適時・的確な適時・的確な情報の提供情報の提供

○○生産から消費に至る関係者の取組に関する相互生産から消費に至る関係者の取組に関する相互

理解・信頼確保理解・信頼確保（（ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進の推進））
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秋田県の秋田県の食品安全食品安全・安心・安心の取組の取組

・秋田県食品安全推進会議の設置
・秋田県食品安全推進委員会

（秋田市食品安全推進懇談会）の開催
・「食品の安全・安心のためのアクションプラン（H17.7策定）」
に基づき行政機関が取り組む関連事業の進行管理

・・総合相談窓口総合相談窓口（食品ほっと相談窓口）の設置と対応（食品ほっと相談窓口）の設置と対応
・食品表示合同調査・食品表示合同調査の実施の実施
・ホームページ（あきた食の回覧板）などでの・ホームページ（あきた食の回覧板）などでの情報提供、公表情報提供、公表
・・食品安全セミナー食品安全セミナー、、地域懇談会地域懇談会、出前講座、講演会、出前講座、講演会 などなど

・各行政機関や団体との相互連携
・県民意見の施策・事業への反映
・事業者の自主管理向上 など

さらに
対策を
充実

あきたの食
「つなぐ安全・

とどける安心」
に向けて

安全性確保： 食品衛生法のほか様々な関係法令に基づく指導等

保健所の保健所の食品添加物の監視指導食品添加物の監視指導

・県（市）内に流通する食品の安全性の確保・県（市）内に流通する食品の安全性の確保
食品衛生法に基づく基準等の監視、県（市）内産・国内産・輸入品食品衛生法に基づく基準等の監視、県（市）内産・国内産・輸入品

・県（市）内の食品営業施設への衛生管理指導・県（市）内の食品営業施設への衛生管理指導
施設の基準、管理方法、食品（規格、基準、表示等）施設の基準、管理方法、食品（規格、基準、表示等）

・違反食品発見時の対応・違反食品発見時の対応
流通停止、回収命令、再発防止、他の自治体や国との連携流通停止、回収命令、再発防止、他の自治体や国との連携

○食品添加物製造業施設への立入指導○食品添加物製造業施設への立入指導
県内県内1010社、管理基準、社、管理基準、食品添加物食品添加物の規格・表示等確認、収去検査の規格・表示等確認、収去検査

○○食品食品添加物を使用する食品添加物を使用する食品製造・加工業製造・加工業施設への立入指導施設への立入指導
県内の菓子・食肉製品・漬物などの製造業者、県内の菓子・食肉製品・漬物などの製造業者、使用基準（使用可能な食品、使用使用基準（使用可能な食品、使用
できる量）遵守・適正表示等の確認できる量）遵守・適正表示等の確認、収去検査、収去検査

○県（市）内で販売されている○県（市）内で販売されている食品食品中の検査中の検査
菓子類・魚介類加工品・野菜類加工品・輸入果実など、使用基準遵守・適正表示菓子類・魚介類加工品・野菜類加工品・輸入果実など、使用基準遵守・適正表示
の確認、収去検査（スーパーマーケットなど）の確認、収去検査（スーパーマーケットなど）

食品衛生監視指導
計画に基づく

実際の指導内容
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加工加工食品食品製造と食品表示の例製造と食品表示の例

原材料Ａ
（添加物ア） 原材料Ｂ

（添加物イ、ウ）
原材料Ｃ

（添加物エ）

製造工程
（添加物オ）

最終製品
（添加物ア～オ）

原材料名：
食品Ａ、食品Ｂ、
食品Ｃ、添加物ア、
添加物イ、添加物
ウ、添加物エ、添
加物オ

食品表示例

最終製品へ
の効果は

関係法令・社内規定に基づく
衛生管理の徹底が不可欠

最終製品に
含まれる

物質は、量は

食品営業者に求められること ＝ 適正な表示 ＝正確な情報提供

使用できる
量は

県内での県内での農薬等適正使用農薬等適正使用のの取組取組

○生産者（各機関・団体）への啓発・指導○生産者（各機関・団体）への啓発・指導
(1)(1)食品に残留する農薬等のポジティブリスト制度の内容食品に残留する農薬等のポジティブリスト制度の内容

(2)(2)農薬の適正使用（農薬取締法：対象作物、使用量、時期）農薬の適正使用（農薬取締法：対象作物、使用量、時期）

(3)(3)予期しない農薬の飛散予期しない農薬の飛散《《ドリフトドリフト》》防止防止対策対策

(4)(4)農薬使用など栽培履歴の記録・記帳の実施農薬使用など栽培履歴の記録・記帳の実施

※※方法・手段方法・手段（県農林水産部・各農業団体）（県農林水産部・各農業団体）

秋田県農薬飛散防止対策チーム（各地域にも同チーム）設置、秋田県農薬飛散防止対策チーム（各地域にも同チーム）設置、

リーフレット等配布、各種作物栽培講習会・病害虫防除基準リーフレット等配布、各種作物栽培講習会・病害虫防除基準

説明会・直売所活動研修会など説明会・直売所活動研修会など

農薬適正使用 残留基準値を超えない
健康への影響なし
（ＡＤＩを超えない）

これまで県内産作物には制度施行
に係る残留基準違反なし



5

行政行政((保健所保健所))が行うが行う収去検査の目的収去検査の目的

○生産者や食品関係事業者が行う安全性確保
の取組（適正管理の実施）を確認すること

収去検査（流通品）→結果通知・公表→当該品の安全を検証

違反品は排除・改善指導（健康被害の未然防止）
＜主要な農産物・加工品を対象に、使用実態等を考慮し残留農薬成分・
食品添加物成分等の含有を分析： 県・市食品衛生監視指導計画＞

参考:自主検査（出荷前）→結果確認→事業者の管理状況確認

生産・製造・販売等、事業者自らの事業活動への反映

生産 流通 販売

飲食・提供

消費

製造・加工

県内に流通する食品の食品添加物・残留農薬等に係る監視指導県内に流通する食品の食品添加物・残留農薬等に係る監視指導

秋田県（秋田市）食品衛生監視指導計画秋田県（秋田市）食品衛生監視指導計画

○重点施設に対する監視指導○重点施設に対する監視指導

広域流通する食品の製造・加工施設、流通拠点となる施設、大量調理・広域流通する食品の製造・加工施設、流通拠点となる施設、大量調理・

大規模食品取扱施設など大規模食品取扱施設など

○食品等の収去検査等○食品等の収去検査等＜＜H18H18年度年度計画計画（（1212月までの実績）月までの実績）＞＞

・加工食品の食品添加物等の理化学検査・加工食品の食品添加物等の理化学検査

県：４００検体県：４００検体 市：１３０検体市：１３０検体 （使用基準等の違反０）（使用基準等の違反０）

・農産物等の残留農薬検査・農産物等の残留農薬検査

県：１００検体県：１００検体 （６９検体実施、内違反１：県外産キャベツ）（６９検体実施、内違反１：県外産キャベツ）

市：７５検体市：７５検体 （７７検体実施、内違反０）（７７検体実施、内違反０）

・食肉等の残留動物用医薬品検査・食肉等の残留動物用医薬品検査

県：５０検体県：５０検体 （５８検体実施、内違反０）（５８検体実施、内違反０）

市：５３検体市：５３検体 （７３検体実施、内違反１：県内産豚肉）（７３検体実施、内違反１：県内産豚肉）

○食品等事業者の自主的な衛生管理の推進○食品等事業者の自主的な衛生管理の推進 などなど
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流通・販売の停止
回収等の指示

行政検査の結果概要を公表（生産段階の指導に活用）

回収状況

行政処分の内容を
公表

基準違反 基準適合

流通・販売の禁止
回収等の行政処分 農薬取締法

薬事法
などに基づく
原因調査

基準以下基準を超えて検出

行政検査の結果（残留農薬）

食品食品衛生法違反があった場合の対応衛生法違反があった場合の対応


